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新
入
園
児
の

　
　
交
通
教
室

ぼ
く
も
わ
た
し
も

さ
あ
！
　
右
を
見
て

そ
れ
か
ら
　
左
を
見
て

手
を
あ
げ
て
わ
た
ろ
う

交
通
指
導
の

　
お
ま
わ
り
さ
ん
と
一
緒
に

横
断
歩
道
も

　
正
し
く
わ
た
ろ
う

　
　
　
　
　
〔
写
真
は
南
幼
稚
園
〕

面積…22．34平方キロ　　（5月1日現在）
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昭
和
四
干
七
年
度
予
算
き
ま
る

、
昭
秋
四
十
七
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
国
保
、
水
道
会
計
の
予
算
が

三
月
十
日
か
ら
三
日
間
開
か
れ
た
第
一
回
定
例
村
議
会
で
決
め
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
三
億
六
千
四
百
八
十
四
万
八
千
円
で
、
前

年
当
初
に
く
ら
べ
七
千
四
十
六
万
円
多
く
、
二
十
三
・
九
欝
の
伸
び
率
と

な
り
ま
し
た
。

　
国
保
特
別
会
計
の
予
算
は
、
五
千
七
百
五
十
八
万
八
千
円
で
、
前
年
当

初
よ
り
一
千
三
十
万
九
千
円
多
く
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、
総
額
三
千
五

百
六
十
六
万
六
千
円
で
、
前
年
の
第
一
次
拡
張
工
事
を
含
ん
だ
予
算
よ
り

も
、
三
千
二
十
四
万
二
千
円
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
三
会
計
あ
わ
せ
て
四
億
五
千
八
百
十
万
二
千
円
で
、
前
年
よ
り
十
二
・

四
響
増
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計

晟
入
羅
熱
鞍
聯

三
百
万
円
で
前
年
の
十
一
・
七
二
響
増

村
税
が
八
千
八
百
三
十
万
六
千
円
で
家

屋
の
新
築
や
工
場
進
出
な
ど
に
よ
る
増

収
が
見
込
ま
れ
、
前
年
よ
り
十
八
・
六

九
暫
の
伸
び
を
示
し
、
そ
の
ほ
か
村
債

の
四
千
五
百
万
円
、
国
・
県
支
出
金
の

四
千
百
八
十
五
万
八
千
円
、
財
政
調
整

基
金
の
繰
入
金
一
千
九
百
三
十
五
万
円

な
ど
で
す
。

晟
旦
歳
出
と
し
て
は
、
地
域
社

会
の
環
境
を
整
備
し
、
住

民
福
祉
の
向
上
と
、
生
活
の
安
定
が
は

め
　
①
人
づ
く
り

③
村
づ
く
り
　
の
三
本
の
柱
を
も
と
に

予
算
配
分
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
お
も

な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

昭和47年度一般会計
　予算額3億6484万8千円

345678910
か
れ
る
よ
う
、
本
村

の
立
地
条
件
や
社
会

的
条
件
を
考
え
合
わ

せ
、
村
内
全
体
の
円

滑
な
発
展
向
上
の
た

　
②
く
ら
し
づ
く
り

17，205千円

その他
電気ガス税

税
税
税
金

費
得
量
入

謂
穆
繰

ば
動
”
金

た
自
　
基

21千万円0

2千円　　　5，270

ゑ湖
3，880千円■

350千円■

道
路
整
備
や

　
　
交
通
安
全
対
策

　
生
活
環
境
を
整
備
し
、
住
み
よ
い
村

づ
く
り
の
た
め
に
、
道
路
改
良
や
舗
装

工
事
を
行
な
う
と
と
も
に
、
交
通
安
全

対
策
と
し
て
道
路
照
明
灯
や
カ
ー
ブ
、
・
・

ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
道
路
標
識
の

設
置
費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。

金
金
税
税
債
税
、

出
出
　
　
産
　
　
付

　
　
支
民
資
　
　
交

支
庫
　
定
　
方

県
国
村
固
村
地

20，002千円

56千円圏

96．53

87，036千円

48，821千円

45，968千円 1

24，548千円 19，

17．38。干円匿二画

16，986千円 21．8

費
費
費
費
費
費
費

　
　
　
　
　
業

育
木
務
雄
防
債
生
会
全
工
の

　
　
　
　
　
林

教
土
総
農
消
公
民
・
議
衛
商
そ

0千方円’申〆
．
－
－

　　　　　2，001千円　　　　　弘

　　　　　　　　　　1098765432
01世帯当りの経費
　　　　　　　　　　　（円）

区
画
整
理
の
準
備
調
査

　
市
街
化
区
域
内
に
つ
い
て
、
計
画
的

な
街
づ
く
り
を
行
な
う
た
め
の
準
備
と

し
て
、
調
査
設
計
の
費
用
を
計
上
し
ま

し
た
。
　
常
備
消
防
の

　
　
　
出
張
所
を
新
設

　
広
域
行
政
に
よ
る
消
防
業
務
の
一
体

化
に
よ
り
、
村
の
中
心
地
に
出
張
所
を

新
設
し
、
消
防
力
の
強
化
を
は
か
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

01世帯当りの税負担額
　　　　　　　　　　（円）

種　　　別 1世帯当り

固定’資産税

村　民　税，

たばこ消費税

電気ガス税

弩自動車税

26，286

14，979

5，400』

3，102

2，208

合　　　　計 51，975

種　　　別’単　　　位金 額

小学校費 児童1人当り1 98，683

中学校費 生徒1人当り 14，521

幼稚園費 園児1人当り 74，125

農林水産業費 1農家当り 44，716

商工費 1事業所当り 10，118

民生費 1世帯当り 9，998

衛生費 〃 6，797

土木費 〃 51，228

消防費 〃 14，448

その他 〃 57，894

合　　計 1世帯当り 214，743
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景算

　　　せ　　　削1
灘i・

　
水
道
事
業
会
計
は
「
収
益
的
収
入
お

よ
び
支
出
」
と
、
「
資
本
的
収
入
お
よ

び
支
出
」
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

　
収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

　
こ
の
収
支
は
営
業
面
を
あ
ら
わ
す
も

の
で
、
収
入
は
水
道
料
金
を
中
心
に
、

本
年
度
の
新
設

増
加
の
予
定
額

を
含
め
て
二
千

八
百
六
十
七
万
三
千
円
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

　
支
出
は
、
原
水
費
や
配
水
・
給
水
の

費
用
、
職
員
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
で

二
千
八
百
一
万
六
千
円
で
す
。

　
資
本
的
収
入
お
よ
ぴ
支
出

2
φ
；
5
b
、
多

　
南
小
学
校
の
校
舎
改
築

　
な
が
い
間
の
念
願
で
あ
つ
た
南
小
学

校
の
校
舎
改
築
が
き
ま
り
、
現
在
の
、

北
校
舎
の
位
置
に
、
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー

ト
三
階
建
の
校
舎
を
建
て
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

不
燃
物

　
処
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設

　
大
里
広
域
事
業
の
い
っ
か
ん
と
し
て

熊
谷
市
に
、
不
燃
物
処
理
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
、
燃
え
な
い
ご
み
の
共
同
処
理

を
す
る
た
め
に
、
用
地
費
や
、
処
理
場

の
建
設
費
、
お
よ
び
ご
み
収
集
用
ダ
ン

プ
を
購
入
す
る
た
め
の
費
用
を
計
上
し

水
道
事
業
会
計

　
こ
れ
は
資
本
構
成
を
あ
ら
わ
す
も
の

で
、
収
入
は
、
新
設
工
事
分
担
金
や
負

担
金
、
一
般
会
計
か
ら
の
消
火
栓
の
費

用
な
ど
で
す
。

　
支
出
は
、
建
設
改
良
費
や
企
業
債
の

償
還
金
が
お
も
な
も
の
で
、
本
年
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
配
水
設
備
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
は
、
板

　
　
　
　
　
　
　
　
井
地
区
と
、
低

圧
地
区
に
対
す
る
給
水
管
の
布
設
工
事

北
部
地
区
の
量
水
器
交
換
な
ど
で
、
予

算
額
は
七
百
六
十
五
万
円
で
す
。

　
資
本
的
収
支
に
つ
い
て
の
不
足
額
は

四
十
六
年
度
の
留
保
資
金
で
補
て
ん
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
老
人
対
策
や

　
　
　
　
児
童
手
当
の
支
給

　
社
会
福
祉
の
向
上
を
は
か
る
た
め
の

老
人
医
療
の
無
料
化
、
老
令
年
金
の
支

給
、
ま
た
幼
い
子
ど
も
の
多
く
い
る
家

庭
に
支
給
す
る
児
童
手
当
な
ど
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
土
地
改
良
事
業
や

　
　
農
業
構
造
改
善
事
業

　
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て

大
型
機
械
の
購
入
助
成
や
、
北
地
区
の

県
営
土
地
基
盤
整
備
事
業
の
分
担
金
、

ま
た
今
年
度
か
ら
行
な
わ
れ
る
国
土
調

国
保
特
別
会
計

査
の
費
用
を
計
上
し

ま
し
た
。

商
工
業
の

　
　
振
　
興

　
村
内
の
商
工
業
振

興
の
た
め
の
費
用
を

計
上
し
ま
し
た
。

公
債
費

　
教
育
施
設
や
、

農
業
施
設
、
道
路

整
備
な
ど
の
た
め

に
村
が
借
り
た
お

金
の
返
済
金
を
計

上
し
た
も
の
で
す
。

保特別会計

8肝円　［二輌

　　㍉その他の支出

日召禾0417年度国

　　予算額57，5

レ
Oo

前
年
よ
り
二
十
二
響
増

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
国
保
総
予
算
額
の
八
十
三
響
を
占

め
る
保
険
給
付
費
が
、
医
療
費
の
改
定

や
、
老
人
医
療
の
無
料
化
、
そ
の
ほ
か

自
然
上
屏
な
ど
に
よ
っ
て
大
巾
な
伸
び

を
示
し
、
収
支
予
算
額
は
、
前
年
に
対

し
て
二
十
一
・
八
響
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
源
に
つ
い
て
は
、
給
付
費
の
増
加

に
と
も
な
い
、
国
庫
補
助
金
の
増
額
が

見
こ
ま
れ
、
前
年
に
対
し
て
三
十
三
響

増
を
計
上
し
、
保
険
税
で
は
最
小
限
十

四
・
八
欝
の
増
税
に
と
ど
め
ま
し
た
。

　
保
険
税
は
療
養
諸
費
の
半
額

　
み
な
さ
ん
が
病
気
や
け
が
な
ど
で
診

察
を
う
け
た
場
合
、
村
か
ら
お
医
者
さ

ん
に
支
払
う
お
金
は
、
一
年
間
で
お
よ

そ
四
千
七
百
十
四
万
六
千
円
で
、

　
一
世
帯
あ
た
り
に
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
四
万
六
千
十
八
円

　
一
人
あ
た
り
に
す
る
と

　
　
　
　
　
　
一
万
二
千
五
百
十
七
円

保
険
税
で
み
ま
す
と

　
一
世
帯
あ
た
り
に
す
る
と

　
　
　
　
　
二
万
二
千
二
百
五
十
八
円

　
一
人
あ
た
り
に
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
六
千
五
十
四
円

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
み
な
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
は
、
療
養
の

給
付
費
と
し
て
支
払
う
額
の
お
よ
そ
半

額
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
任
意
給
付
に
八
十
万
四
千
円

　
任
意
給
付
と
し
て
は
、
助
産
費
一
万

円
、
育
児
手
当
金
一
千
二
百
円
、
葬
祭

費
五
千
円
が
そ
れ
ぞ
れ
一
件
ご
と
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
国
保
の
現
況

国
保
加
入
世
帯
数
．
　
一
千
四
十
世
帯

国
保
破
保
険
者
数
　
　
三
千
八
百
五
人

加
入
率
　
　
　
　
　
　
四
十
七
・
九
鮮



広報こうなん（4）

大
里
広
域
行
政
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業

　
最
近
の
我
が
国
の
経
済
発
展
は
目
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
、
モ

ー
タ
リ
ー
ゼ
シ
ョ
ン
の
普
及
に
よ
つ
て

私
た
ち
の
日
常
生
活
上
の
行
動
範
囲
も

拡
大
さ
れ
、
市
町
村
の
区
域
を
こ
え
た

行
動
範
囲
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
日
常
生
活
に
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
も
、
ま
た
市
町
村
域
を
こ
え
た
広

域
化
・
高
度
化
さ
れ
た
も
の
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
大
里
郡
下
に
お
い
て
も
、
熊
谷
市
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
盆
能
餐
ブ
6。

　
　
　
　
　
喘
　
　
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
市
　
　
へ

80km

表響

熊　谷

深谷ブロック
　　　　　　　豊里村．
　　　　　　　ノ＿．　ノ
　　　　　　＼1

　　　　岡部町深谷市
　　　＼　／
　　　＼　1
　　　　　】．　．σ姐
　　　　／■　、’
　　　，・く1花園村　、

は
じ
ま
る

は
じ
め
と
す
る
十
か
市
町
村
が
一
体
と

な
っ
て
、
こ
の
当
面
し
て
い
る
問
題
解

決
の
た
め
に
、
大
里
広
域
行
政
推
進
協

議
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
市
町
村
か
ら
事
務
職
員
を
派
遣
し

て
、
生
活
水
準
の
向
上
の
た
め
の
公
共

施
設
整
備
、
生
活
環
境
整
備
、
行
財
政

の
合
理
的
・
計
画
的
な
運
営
な
ど
、
市

町
村
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
た
め

の
事
業
計
画
を
作
成
し
、
本
年
四
月
か

ら
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
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事
業
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
圏
域
内
全
市
町
村
で
実
施
す
る
事
業

・
不
燃
物
処
理
セ
ン
タ
ー

　
ガ
ラ
ス
、
鉄
く
ず
な
ど
の
燃
え
な
い

ご
み
の
収
集
処
理

・
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
映
画
、
ス
ラ
イ
ド
等
、
学
校
・
社
会

教
育
用
資
材
の
管
理
運
営

・
海
の
家
の
建
設

　
圏
域
内
住
民
が
低
料
金
で
利
用
す
る

た
め
の
海
浜
施
設

・
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

　
老
人
が
安
い
料
金
で
入
所
で
き
る
社

会
福
祉
施
設

・
墓
地
公
園

消
防
の
出
張
所
を
新
設

　
　
水
そ
う
付
ポ
ン
ブ
自
動
車
も

　
大
里
広
域
行
政
の

い
っ
か
ん
と
し
て
こ

の
四
月
か
ら
熊
谷
市

妻
沼
町
、
大
里
村
、

江
南
村
の
四
か
市
町

村
に
よ
っ
て
、
熊
谷

地
区
消
防
組
合
が
発

足
し
、
消
防
業
務
を

共
同
で
処
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
本
村

に
も
、
昭
和
四
十
七

年
中
に
は
、
村
の
中

心
地
に
十
二
名
編
成

k）

の
常
備
消
防
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
設
備
は
、
鉄
筋
二
階
建
の
庁
舎
一
棟

と
、
水
そ
う
付
中
型
ポ
ン
プ
自
動
車
一

台
、
移
動
式
無
線
機
を
保
有
し
、
現
在

の
消
防
団
と
合
わ
せ
て
、
本
格
的
な
消

防
体
制
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
救
急
車
の
出
動
に
つ
い
て
も
、
今
ま

で
ど
う
り
活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
同
様
に
利
用
で
き
ま
す

　
電
話
は
熊
谷
地
区
消
防
本
部
二
二
－

四
四
四
四
番
か
、
四
四
四
五
番
で
す
。

　
火
災
や
救
急
業
務
の
場
合
は
、
一
一

九
番
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
寄
居
町
に
建
設
の
予
定

・
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

電
算
機
を
使
用
し
、
課
税
計
算
そ
欄

の
購
鄭
き
轍

．
消
防
施
設
整
備
　
　
磁

継
群
大
里
村
江
南
　

　
熊
谷
市
、
妻
沼
町
、
大
里
村
、
江
南
画

村
で
共
同
実
施

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
整
備

　
熊
谷
市
、
川
本
村
、
江
南
村
で
計
画

そ
の
ほ
か
に
も
、
江
南
村
独
自
で
計
画

実
施
す
る
道
路
網
の
整
備
、
教
育
施
設

福
祉
施
設
お
よ
び
、
農
業
施
設
な
ど
今

後
、
村
の
振
興
上
必
要
な
諸
事
業
も
こ

の
計
画
に
盛
り
こ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
経
費
の
分
担

　
事
務
費
に
つ
い
て
は
各
市
町
村
の
均

等
割
、
人
口
割
負
担
に
よ
っ
て
ま
か
な

い
、
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
業

ご
と
に
、
人
口
割
や
受
益
の
程
度
に
よ

っ
て
、
組
合
議
会
に
よ
り
負
担
金
の
額

を
決
定
し
て
ゆ
ぎ
ま
す
。

　
本
村
か
ら
の
組
合
議
員

　
組
合
議
員
と
し
て
、
本
村
か
ら
は
、

つ
ぎ
の
か
た
が
た
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
員

　
　
　
杉
田
弥
平
　
　
笠
原
広
治

熊
谷
地
区
消
防
組
合
議
員

　
　
　
持
田
良
作
　
　
新
井
政
男

し

）
㌧
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お知らせ

　一漁
岬ザ碑｝

　
　
知
事
選
挙
は

　
　
　
　
　
七
月
二
日

　
　
　
投
票
は
昭
和
二
十
七
年

　
　
　
七
月
三
日
生
ま
れ
ま
で

　
埼
玉
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
は
、
七

月
二
日
と
き
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

選
挙
に
投
票
で
き
る
か
た
は
、
昭
和
二

　
十
七
年
七
月
三
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か

　
た
で
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

　
る
か
た
で
す
。

　
　
住
所
要
件
と
し
て
は
、
三
月
二
日
ま

　
で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
か

　
た
、
ま
た
、
転
出
さ
れ
た
か
た
で
も
、

　
県
内
の
移
動
一
回
に
限
り
、
も
と
の
住

　
所
地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

　
　
こ
の
場
合
、
移
動
先
の
住
所
地
に
引

　
ぎ
続
き
住
ん
で
い
る
所
の
市
町
村
長
の

　
証
明
書
が
必
要
で
す
。

一
　
昭
和
四
十
三
年
の
発
足
以
来
、
み
な



　〆’、
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い

　
　
　
　
　
　
蓉
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弧

↑
戦
没
者
の
合
同
慰
霊
祭

　
三
月
十
七
日
、
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
、
戦
没
者
二
百
余
柱
の
ご
遺
族
と

来
賓
の
ご
参
列
の
も
と
に
、
　
「
英
霊
よ

安
ら
か
に
」
、
と
の
願
い
を
こ
め
て
慰

霊
祭
が
厳
粛
裡
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　　献　　血

みなさんの善意に感謝

　昨年12月からはじめら

れた献血運動は、みなさ

んの善意によりすでに4

回、318人のご協力をい

ただきました。　　　↓

↓
坂
上
公
民
館
が
完
成

　
成
沢
、
御
正
新
田
坂
上
地
区
に
建
築

中
だ
っ
た
坂
上
公
民
館
が
、
三
月
中
に

完
成
し
発
展
途
上
に
あ
る
こ
の
地
域
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

家
を
建
て
る
に
は

　
　
　
　
　
　
開
発
許
可
や
確
認
申
請
を

　
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
、
新
都
市
計

画
法
に
よ
っ
て
市
街
化
区
域
と
調
整
区

域
が
き
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
指
定

以
前
は
、
特
別
の
場
合
以
外
、
ど
こ
で

も
建
物
が
建
て
ら
れ
、
道
路
や
水
道
な

ど
の
公
共
施
設
が
あ
と
に
な
り
、
計
画

的
な
行
政
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
区
域
の
指
定
に
よ

り
、
市
街
化
区
域
は
優
先
的
か
つ
計
画

的
に
整
備
を
し
、
ま
た
調
整
区
域
は
農

業
地
域
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
村

づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
建
物
を
建

て
た
り
、
建
築
し
よ
う
と
す
る
た
め
に

土
地
の
区
画
を
し
た
り
、
盛
り
土
や
、

切
り
土
を
す
る
場
合
（
こ
れ
を
開
発
行

為
と
い
い
ま
す
）
に
は
、
ま
え
も
っ
て

定
め
ら
れ
た
書
類
を
提
出
し
、
県
知
事

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
こ
れ
を
開
発
行
為
許
可
と
い
い
ま
す
）

　
許
可
を
受
け
な
く
て
よ
い
場
合

市
街
化
区
域
内
…
土
地
の
面
積
が
一
千

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
開
発
行
為

調
整
区
域
内
…
…
農
家
住
宅
お
よ
び
物

置
、
店
舗
の
増
改
築
等

　
　
許
可
を
受
け
れ
ば

　
　
　
　
建
て
ら
れ
る
建
物

市
街
化
区
域
内
…
一
千
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
開
発
行
為
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

調
整
区
域
内
…
…
農
家
の
二
・
三
男
等
㌦

の
住
宅
、
日
用
品
小
売
業
、
理
容
業
、
　
（

修
理
業
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
ド
ラ
　
（

イ
ブ
イ
ン
等
の
建
物
　
　
　
　
　
　
　
潤

　
農
家
の
二
・
三
男
等
の
開
発
　
　
～

　
　
許
可
申
請
に
必
要
な
書
類
　
　
（

　
開
発
許
可
申
請
書
、
開
発
許
可
通
知
～

書
、
願
書
、
理
由
書
（
新
築
す
る
理
由
）
（

印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
抄
画

本
、
農
家
証
明
、
登
記
簿
謄
本
、
譲
渡
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

ま
た
は
贈
与
証
明
書
、
土
地
所
有
者
の
　
ぜ

同
意
書
（
借
地
の
場
合
）
、
案
内
図
、
　
｝

公
図
の
写
し
、
敷
地
現
況
図
、
求
積
図
辱

建
物
の
配
置
図
、
平
面
図
、
敷
地
横
断
㌔

図
な
ど
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
嘱

　
く
わ
し
く
は
、
企
画
課
（
有
線
二
〇
”

四
六
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
謎

※
な
お
十
平
方
㌶
以
上
の
建
物
を
建
て
　
一

掲
雛
　
灘
輔
馨
燃

　
　
農
振
法
に
よ
る
　
　
櫛
…
㎜

　
　
　
農
用
地
指
定
と
の
関
連
鮪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀦

前
麩
べ
莚
物
竃
農
振
斐
繍

よ
る
農
用
地
指
定
を
さ
れ
る
と
、

に
制
限
が
か
か
り
ま
す
か
ら
、
該
当
者

は
至
急
産
業
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
∴
．
・

さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
利
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
が

四
月
一
日
か
ら
、
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

入
所
料

分
娩
料

介
補
料

寝
具
料

洗
た
く
料

賄
料

日日日日件日
八
、

　
み
な
さ
ん
が
分
娩
の
た
め
、

入
所
さ
れ
た
場
合
の
費
用
は
、

千
九
百
四
十
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
な
お
十
一
月
二
十
日
か
ら
三
月
二
十

日
ま
で
の
入
所
に
つ
い
て
は
、
暖
房
料

が
一
日
に
つ
き
五
十
円
、
ま
た
村
外
の

か
た
の
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
三
千
円

が
特
別
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

移
動
調
鰯
潮
∀

　
移
動
図
書
館
㍉
懸
盤
し
の
号
」
が
巡

回
し
て
ま
い
り
ま
す
。

“
　
貸
し
出
し
は
無
斜
で
、
一
人
三
冊
ま

…
で
、
つ
ぎ
の
巡
回
冒
ま
で
借
り
ら
れ
ま

川
す
か
ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

…
巡
回
の
日
　
五
月
二
十
二
日
（
月
）

　
　
　
　
　
六
月
二
十
七
日
（
火
）

　
　
　
　
　
八
月
　
　
七
日
（
月
）

建
物
騰
場
鎌

五
五
〇
円

○
O
O
円

二
五
〇
円

一
五
〇
円

二
6
円

三
五
〇
円

　
一
週
間

　
一
万
七

午
前
十
時
～
十
二
時

午
後
一
時
～
　
二
時
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の
晶

焔
作
⑤

よ
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
を

　
　
　
　
読
ん
で

　
　
　
　
　
江
南
南
小
五
年

　
曜
　
　
　
　
金
子
　
和
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
は
内

　
　
　
　
　
　
　
響
気
で
、
両
親
や

前
で
、
も
つ
と
ど
ん
ど
ん
話
の
で
き
る

よ
う
に
。
」
と
云
わ
れ
る
。
し
か
し
わ

た
し
は
決
し
で
、
お
し
で
は
な
い
。

　
け
れ
ど
も
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
は
「
お

し
、
つ
ん
ぼ
、
め
く
ら
」
三
重
苦
を
の

り
こ
え
て
力
づ
よ
く
、
生
き
ぬ
い
た
。

り
っ
ば
な
美
し
い
心
の
女
性
を
知
り
、

私
は
心
を
強
く
打
た
れ
た
。
　
（
中
略
）

　
先
生
は
、
ヘ
レ
ン
に
指
で
話
を
す
る

方
法
を
教
え
て
く
れ
た
。
し
か
し
目
も

見
え
ず
、
耳
も
聞
こ
え
な
い
ヘ
レ
ン
に

と
っ
て
、
残
さ
れ
た
道
は
、
先
生
の
話

し
て
い
る
舌
や
口
び
る
の
動
き
を
指
で

と
ら
え
て
、
そ
れ
を
自
分
で
、
ま
ね
し

て
話
す
方
法
で
、
こ
と
ば
を
覚
え
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
練
習
は
き
び
し
く

ヘ
レ
ン
と
、
サ
リ
バ
ン
先
生
の
、
こ
ん

く
ら
べ
だ
ウ
た
。

　
七
歳
に
な
っ
た
時
、
や
3
と
口
を
動

か
せ
て
話
せ
る
よ
う
に
な
．
q
た
。
わ
た

し
は
、
こ
の
と
こ
ろ
を
読
ん
で
、
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
だ
。
本
を
読
ん

で
い
る
う
ち
に
、
わ
た
し
の
小
さ
な
心

は
大
き
な
希
望
と
勇
気
で
、
い
つ
ば
い

に
ふ
く
ら
ん
で
い
く
の
を
感
じ
た
。

　
そ
れ
ほ
ど
の
苦
し
み
に
た
掴
だ
ヘ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

ン
。
ど
ん
な
に
暗
い
苦
し
い
毎
日
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

っ
た
ろ
う
。
　
「
サ
リ
バ
ン
先
生
あ
り
爪

と
う
」
と
思
わ
ず
、
心
の
中
冷
、
さ
け

ば
ず
に
は
、
い
ら
れ
な
か
っ
鵡
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
ヘ
レ
ン
は
、
口
が
き
け
る
♪
う
に
な

る
と
、
そ
の
た
ど
た
ど
琶
い
こ
と
ば
で

世
界
の
不
幸
な
人
々
の
心
の
中
に
、
幸

福
の
と
も
し
び
を
と
も
そ
う
と
、
不
自

由
な
体
を
い
と
わ
ず
、
話
し
か
け
た
。

　
わ
た
し
は
ヘ
レ
ン
の
勇
気
と
、
生
き

ぬ
く
姿
に
、
ど
ん
ど
ん
物
語
り
の
中
へ

ひ
き
ず
り
こ
ま
れ
て
行
っ
だ
。
そ
し
て

何
度
と
な
く
「
が
ん
ば
れ
ヘ
レ
ン
。
」

と
さ
け
び
、
で
き
る
も
の
な
ら
ば
、
わ

た
し
の
声
を
、
わ
け
て
や
り
た
い
と
さ

え
思
っ
た
。

　
世
の
中
に
は
ヘ
レ
ン
の
よ
う
に
、
不

幸
な
人
は
多
い
。
こ
の
人
た
ち
に
明
る

叉
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卒
業
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
江
南
南
小
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
細
井
　
伸
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
い
ら
し

　
小
さ
い
こ
ろ
、
お
か
あ
さ
ん
の
手
を

し
っ
か
り
と
に
ぎ
り
、
門
を
く
ぐ
り
ぬ

け
て
、
江
南
南
小
の
生
徒
に
な
っ
た
あ

の
こ
ろ
を
Q
・
…

　
一
年
生
を
見
る
と
「
私
に
も
、
あ
ん

な
あ
ど
け
な
い
幼
い
こ
ろ
が
あ
っ
た
ん

だ
な
あ
」
・
…
：

　
次
々
と
な
つ
か
し
い
思
い
出
が
浮
か

び
出
る
。
一
年
生
に
入
学
し
て
早
く
も

六
か
年
と
い
う
月
日
が
過
ぎ
去
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
電
ヤ
「
々
『
“
も
鴨
て
‘
」
呈
“
、

そ
の
間
、
苦
L
い
こ
と
に
ぶ
つ
か
っ
た

り
、
ま
た
喜
ん
だ
り
、
み
ん
な
と
集
団

生
活
を
過
ご
し
た
。
時
に
は
、
け
ん
か

も
し
た
。
で
も
今
で
は
楽
し
い
思
い
出

ば
か
り
。

　
何
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
入
学
し
て
来
た

私
を
六
年
生
と
し
て
は
ず
か
し
く
な
い

よ
う
に
、
り
っ
ぽ
に
指
導
し
て
く
だ
さ

っ
た
先
生
方
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
先
生
の
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
た
心
と
体
は
、
ど

ん
な
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ

を
乗
り
こ
え
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す

　
私
の
小
さ
い
こ
ろ
は
体
が
よ
わ
か
っ

た
が
、
五
年
生
に
な
る
と
一
度
も
欠
席

し
な
か
っ
た
。
一
年
間
一
日
も
休
ま
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

最
古
同
の
士
暑
び
で
し
た
。

と
が
ど
ん
な
に
た
い
せ
つ
か
を
、
し
み

じ
み
と
感
じ
た
。
ヘ
レ
ン
の
万
分
の
一

で
も
、
そ
の
勇
気
と
努
力
を
見
な
ら
い

た
い
と
思
っ
た
。

－
」
霊
撃
L
ど
マ
キ
ど
4
ξ
斗
5
雪
㌔
曙
‘
f
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｝
～
監
㌔
～
｛
、
署
尋
3
匙
釜
」
置
㌔
」
7
監

し
た
こ
と
だ
箋
　
　

…
一
…
…
…

ヘ
レ
ン
笹
界
の
人
々
か
ら
「
三
重
惣

赫
響
籍
薙
撫
…

へ
縫
簸
．
働
簗
脈
…
…

〔3月25日南小学校の卒業式〕

　
今
度
は
、
も
つ
と
き
び
し
い
勉
強
、

ス
ポ
ー
ッ
の
中
学
校
で
す
。
私
は
先
生

か
ら
学
ん
だ
も
の
を
決
し
て
む
だ
に
い

た
し
ま
せ
ん
。
た
と
え
苦
し
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
先
生
、
六
か
年
の
ご
指
導
ほ
ん
と
う

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
砂

　
　
　
　
先
生
が
異
動

　
四
月
一
日
付
で
異
動
さ
れ
た
本
村
の

学
校
の
先
生
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す

江
南
南
小
学
校

校
長
　
三
井
倉
勘
一
郎
吉
岡
中
校
長
へ

教
諭
　
安
斉
喜
幸

教
諭
　
吉
田
政
行

助
教
諭
輝
元
俊
文

教
諭
福
島
　
弘

教
諭
真
下
芳
子

教
諭
萩
原
妙
子

江
南
北
小
学
校

校
長
森
本
　
澄

教
諭
大
島
正
已

教
諭
斉
藤
宏
子

養
護
教
諭
塩
原
明
子

校
長
大
谷
清
一

教
諭
野
部
澄
江

養
護
教
諭
風
間
悦
子

江
南
中
学
校

臨教教教教教教教
任諭諭頭諭諭諭頭

江
南
北
小
へ

市
田
小
へ

養
護
学
校
へ

市
田
小
よ
り

川
本
南
小
よ
り

新
採
用

江
南
南
小
校
長
へ

江
南
南
小
へ

籠
原
小
へ

　
退
職

鉢
形
小
教
頭
よ
り

新
採
用

　
新
採
用

橋
本
寿
夫
　
市
田
小
校
長
へ

塚
本
一
男
大
里
中
へ

倉
上
喜
子
川
口
市
立
元
郷
中
へ

小
沢
美
佐
子
退
職

篠
原
芳
夫
川
本
南
中
教
諭
よ
り

角
田
光
男
　
大
里
中
よ
り

森
田
延
孝
新
採
用

石
川
恵
子
　
新
採
用

江
南
南
幼
稚
園

教
諭
　
松
本
う
め
子
　
退
職

教
諭
　
新
井
純
子
　
新
採
用

）

）

）

）
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農家。
ぺ↓一ジ

農地の転用希望者は
農用地除外の申し出を

警
　

彗
輪

　
農
振
法
に
も
と

づ
く
農
用
地
の
指

定
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
各
字
の
常

会
な
ど
で
、
み
な

さ
ん
が
ご
存
知
と

思
い
ま
す
が
、
村

で
は
現
在
こ
の
法

律
の
指
定
を
受
け

る
た
め
の
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す

　
こ
の
農
用
地
区

域
の
指
定
を
う
け

た
農
地
は
、
今
後

十
年
間
、
農
地
転

用
を
し
て
の
住
宅

な
ど
の
建
設
は
、

非
常
に
む
づ
か
し

く
な
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
農

家
の
二
・
三
男
な

ど
の
人
が
分
家
を

す
る
場
合
、
い
ま

ま
で
は
都
市
計
画

の
調
整
区
域
内
で

あ
っ
て
も
、
特
例

　
と
し
て
農
地
転
用
が
み
と
め
ら
れ
ま
し

　
た
が
、
今
度
農
用
地
指
定
を
さ
れ
る
と

　
前
に
述
べ
た
二
・
三
男
の
分
家
や
、
農

　
家
の
物
置
、
住
宅
の
移
転
な
ど
の
場
合

　
で
も
、
許
可
に
制
限
が
か
か
り
ま
す
。

　
　
そ
こ
で
将
来
、
こ
の
場
所
へ
は
息
子

　
の
家
を
建
て
て
や
る
と
か
、
こ
こ
に
は

　
物
置
を
作
り
た
い
と
か
い
う
、
農
地
転

　
用
な
ど
の
計
画
の
あ
る
人
は
、
農
用
地

　
区
域
か
ら
の
除
外
を
す
る
よ
う
至
急
産

　
業
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
（
北
地
区

　
県
営
土
地
改
良
地
域
は
で
ぎ
ま
せ
ん
）

ハ
リ
農
業
総
合
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建

　
農
業
構
造
改
善
事
業
の
い
っ
か
ん
と

し
て
、
御
正
農
協
う
ら
に
建
設
中
の
農

業
総
合
セ
γ
タ
ー
は
、
急
ピ
ッ
チ
で
工

農
道
の
舗
装

　
　
工
事
お
わ
る

　
住
み
よ
い
農
村
を
建
設
す

る
た
め
に
、
農
道
整
備
事
業

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

板
井
地
内
の
こ
の
道
路
は
、

土
地
基
盤
整
備
に
よ
り
で
き

て
い
た
も
の
を
、
こ
の
た
び

舗
装
し
た
も
の
で
す
。

今
後
も
国
の
補
助
金
を
受
け
て
、
こ

の
事
業
を
す
す
め
て
ゆ
く
計
画
で
す
。

タ
ー
設
工
事
す
す
む

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ

階
建
の
近
代
的
な
も
の
で
、
五
月
中
に

は
完
成
し
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
改

善
の
た
め
の
研
修
や
、
各
種
集
会
の
場

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
と
し
も

　
　
稲
作
調
整
に

　
　
　
　
ご
協
力
を

　
昭
和
四
十
六
年
か
ら
五
十
年
ま
で
の

五
か
年
間
、
他
の
作
物
に
転
換
を
目
標

に
、
米
の
生
産
調
整
が
行
な
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
村
で
は
、
こ
と
し
も
二
百
四

十
五
ト
ン
以
上
、
面
積
に
し
て
六
十
八

・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
調
整
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、
政
府

の
買
入
限
度
数
量
は
五
百
四
十
七
ト
ン

で
、
昨
年
よ
り
は
二
十
ト
ン
多
く
買
い

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
度
の
調
整
が
、
県
の

平
均
八
十
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

調
整
が
行
な
わ
れ
た
市
町
村
に
対
し
、

特
別
に
配
分
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
農
家
の
み
な
さ
ん
に
は
、
農
事
支
部

長
さ
ん
を
通
じ
て
、
調
整
数
量
、
買
入

限
度
数
量
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
か
ら
、

昨
年
同
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
休
耕
や
転
作
に
は

　
　
　
　
　
　
奨
励
補
助
金
を

　
全
国
平
均
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り

六
十
八
円
、
十
ア
ー
ル
（
一
反
）
あ
た

り
三
万
円
が
休
耕
奨
励
補
助
金
と
し
て

交
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
転
作
し
た
場
合
は
五
千
円
、
特

別
転
作
の
場
合
は
一
万
円
の
奨
励
金
が

加
算
交
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
休
耕
よ
り

も
転
作
し
た
方
が
、
優
遇
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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深
山

に
片
目

ば
か
り

の
夫
婦

猿
が
住

ん
で
い

ま
し
た

生
れ
た

子
猿
が

ま
た
片

目
、

グ

　
　
そ
の
子
も
ま
た
片
目
と
い
う
わ

け
で
片
目
ば
か
り
の
世
界
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
普
通
の
両
眼
の
猿
が

一
匹
、
こ
の
山
に
迷
い
こ
ん
で
き
ま

し
た
。
山
の
片
目
猿
た
ち
は

「
変
な
や
つ
が
や
っ
て
来
た
ぞ
、
眼

が
ニ
ツ
あ
ら
ア
か
た
わ
だ
な
、
あ
い

つ
は
」

と
笑
い
ま
し
た
。

　
両
眼
の
猿
も
、
あ
ま
り
片
目
猿
の

中
に
い
た
の
で
、
だ
ん
だ
ん
自
分
が

お
か
し
い
の
か
な
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
は
て
は
自
分
も
片
目
を
つ
ぶ
し

て
し
ま
っ
た
。
　
　
（
イ
ン
ド
昔
話
）

　
　
よ
く
自
分
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い
な
』

　
　
い
と
、
自
分
の
じ
ょ
う
ぶ
な
目
ま
で
つ
ぶ

　
　
し
て
片
目
に
な
る
よ
う
な
馬
鹿
な
こ
と
に

　
　
な
り
ま
す
。

　
　
心
の
目
を
選
挙
な
ど
に
も
見
開
き
た
い

　
　
も
の
で
す
。
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昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
、
二
か
年
の

継
続
事
業
と
し
て
行
な
っ
て
き
た
水
道

事
業
の
第
一
次
拡
張
工
事
（
工
事
総
額

六
千
六
百
十
万
二
千
円
）
が
お
わ
り
、

一
日
の
最
大
給
水
量
二
千
五
百
六
十
ト
ン

と
、
今
ま
で
の
需
要
を
は
る
か
に
こ
え

た
給
水
能
力
の
設
備
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
ゆ　
　
工
事
の
内
容
と
費
用

・
樋
春
に
新
し
く
水
源
井
を
つ
く
り
、

取
水
ポ
ソ
プ
を
取
り
つ
け
て
、
成
沢
の

は
濁
偽
い
り
ま
せ
ん

　
　
畜
“
－
魂
、

拡
張
工
事
お
わ
る

浄
水
場
ま
で
の
送
水
管
布
設
工
事
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
工
事
費
一
千
六
百
三
十
七
万
七
千
円

・
成
沢
の
浄
水
場
に
新
し
く
二
基
の
滅

菌
機
を
取
り
つ
け
て
、
多
量
の
水
の
消

毒
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
工
事
費
百
九
十
一
万
二
千
円

・
南
地
区
高
台
の
水
圧
を
平
等
化
す
る

た
め
、
小
江
川
の
高
区
配
水
池
を
増
築

し
、
配
水
管
一
万
二
千
二
百
三
十
七
材

を
布
設
し
ま
し
た
。

　
　
　
工
事
費
四
千
二
百
四
万
五
千
円

・
消
火
栓
十
七
基
の
設
置
や
、
そ
の
他

の
附
帯
工
事
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
　
　
工
事
費
五
百
七
十
六
万
八
千
円

〔
写
真
は
完
成
し
た
高
区
配
水
池
〕

「
村
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
タ
悌

も
…
ご
好
意
に
感
謝
多
㌧

、
村
の
教
育
向
上
の
た
め
、
学
校
費
の

一
部
に
と
、
つ
ぎ
の
と
お
う
ご
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ご
好
意
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。
　
　
　
　
．
　
　
（
敬
称
略
）

　
中
学
校
教
材
費
と
し
て
　
五
十
万
円

　
　
　
東
京
都
上
野
　
　
水
野
喜
久
司

　
学
校
教
材
費
と
し
て
　
　
　
三
万
円

　
　
　
江
南
村
大
字
板
井
　
　
　
若
連

確定申告が
まちがっていたときは
　　　　　　　一税務署だより一

　昭和46年度の確定申告の受け付けは、

3月15日で終わりました。

　しかし、確定申告をしたあとで、内容

がまちがっていたことに気づいたかたは

訂正することができます。

金税額を少なく計算していたとき

　修正申告をして、正しいものにするこ

とができます。

　この修正申告は、税務署から更正の通

知があるまでは、いつでも申告をするこ

とができますから、なるべく早くした方

が有利です。

△税額を多く計算していたとき

　更正の請求をして、正当な税額に直す

ことがでぎます。この請求のできるのは

昭和48年3月15日までです。
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変わりオムレツ
　　　材料i人分

卵一…一…………・一………1コ

ひき肉…………・・……・…30〃

玉ねぎ……・……一一一…隆159

生しいたけ・甲…・……小1／3枚

ピーマン…・……………・・少々

人じん………………・・一209

油………………・…一…59

塩・………………『・………19

こしょう……・…………｝・少々

〔
作
り
方
〕

①
野
菜
は
、
こ
ま
か
く
み
じ
ん
切
り
に

す
る
。

②
油
を
熱
し
て
ひ
き
肉
を
い
た
め
、
塩

こ
し
ょ
う
で
調
味
し
て
、
別
の
器
に
と

る
。

③
野
菜
を
い
た
め
、
②
を
も
ど
し
て
ま

ぜ
あ
わ
せ
る
。

④
卵
を
ボ
ー
ル
に
わ
り
入
れ
て
と
き
ほ

ぐ
し
、
鶉
を
ま
ぜ
て
弱
火
で
焼
き
あ
げ

て
か
た
ち
を
と
と
の
え
る
。

⑤
好
み
に
よ
っ
て
は
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ

ッ
プ
を
か
け
、
。
ハ
セ
リ
を
そ
え
る
と
よ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
5

．
岬
、
楼
β
疇
脳

　
ご
入
学
・
ご
進
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
新
学
期
！
　
心
は
ず
ま
せ

て
向
う
勉
強
机
に
、
目
を
保
護
す
る
明

視
ス
タ
ン
ド
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
ス
タ
ン
ド
の
み
の
照
明
は
目
を
疲
れ

さ
せ
ま
す
、
お
部
屋
全
体
の
照
明
も
お

忘
れ
な
く
。

　
お
出
か
け
ま
え
に
、
電
気
の
戸
締
り

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
　
（
東
京
電
力
）
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b
つ
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よ
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と
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